



































































３）たとえば，ベグー『メーヌ・ド・ビラン　内的生活』（Payot et Rivages, 1995），p. 19。大枠でグイエ
















































７） H. Gouhier, Maine de Biran par lui-même (Seuil, 1979) pp. 141‒142; 邦訳，グイエ『メーヌ・ド・ビラン』
（サイエンティスト社，1999）pp. 167‒169.
８） 「自我，意識，意志は人間学に関する一種の三位一体，器質的変容の超器質的原因として措定される
三位一体をなしている」（Ibid., p. 142;邦訳， p. 168）









































































12） 前掲『メーヌ・ド・ビラン全集 X-2』p. XXIV（解説部分）
13） Ibid.
14） Maine de Biran,Œuvres,Tomes X-2, ‘‘Nouveaux Essais d’Anthropologie ou de la Science de l’Homme 





































16） Ibid., pp. 1‒2; 邦訳， p. iv.



































18） Ibid., p. 7; 邦訳， p. 3.








































































24） Cf., Ibid., p. 10.; 邦訳， p. 6.
25） 「（……）内的経験に或いは内感の事実そのものに基づけられた，私の意見ではその本性を吟味し考
察することが大切な原初的事実に基づけられた真に心理学的な意味において理解することによって，私
は真剣に問題の根底に入り込んだのである」（Ibid., p. 13; 邦訳， p. 9）。
26） Cf., Ibid., p. 13;邦訳， p. 9.
27） 「私が私であるための存在の二元性　メーヌ・ド・ビラン研究Ⅱ」（『椙山女学園大学研究論集』，
2002.3）






































31） Ibid., p. 14; 邦訳， p. 10.
































33） Ibid., p.16; 邦訳， p. 13.
34） Ibid.
35） Ibid., pp. 17‒18; 邦訳， p. 14.
36） Ibid., p. 18; 邦訳， pp. 14‒15.
37） Ibid., p. 22; 邦訳， p. 18.





























39） Ibid., p. 22; 邦訳， pp. 18‒19. カバニス，ボネ，ガル，ビシャ，それぞれの生理学的立場がいずれも否
定的に評価されている。













































































46） Ibid., p. 26; 邦訳， p. 22. なお，鍵カッコ ;〈 〉〔 〕は筆者による。
47） Ibid., p. XXIV.
